
 

 

ト前に捕獲しておいたオオアメンボを見せながら、様々

な種類のアメンボを写真で紹介した。観察終了後はルー

ペを回収し、あらかじめ捕獲していたアリやその他の昆

虫を、アメンボが多く浮いている池に投げ込み、アメン

ボの食事を「どの足を使って餌を食べているか」という

観点で観察させた。 
室内に移動し休憩をとってから、ワークシートに記入

させた。ワークシートには「アメンボの足は何本か」「ア

メンボはどの足を使って体を支えるか」「アメンボはどの

足を使って動くか」「アメンボは濡れているか、乾いてい

るか」「アメンボはどの足を使ってどうやって餌を食べて

いたか」という質問があり、観察の観点に関連させてあ

る。ワークシートが記入出来たら意見を共有して答え合

わせを行った。 
また、アメンボの足には無数の毛が生えており、水の

表面張力を利用して浮いているということを説明し、子

どもたちにモール

で模型を作らせた

(図 6)。模型はモー

ル 3 本をアメンボ

の足と体に見立て

て組み立て、防水

スプレーを足に吹

きかけることでで

きるものである。 
模型が完成した

ら水を張ったタラ

イに浮かせ、表面

張力の説明を少しした後、タライの水に洗剤を数滴加えて表

面張力をなくし、模型を沈めるという実験を行った(図 7)。 

５．成果と課題 

大きな成果といえるのは、参加した子どもたちが生き

生きと活動してくれたことである。リピーターも多かっ

た。比較する対照はないが、深く掘り下げた生態や適応

の中身に触れることが興味を喚起したものと考えたい。 
アンケートでは参加者 34人中 32人が「楽しかった」、

31 人が「わかりやすかった」、28 人が「もっと知りたい

と思った」と答えた。また、保護者にとったアンケート

では、34 人中 33 人が「子どもをイベントに参加させて

良かった」と答えている。さらに、子どもからは「ほか

の生きもののイベントもしてほしい」、保護者からは「来

年もこのイベントをしてほしい」という意見をもらった。 
その一方で、９回のイベントを周到に準備したにもか

かわらず、参加者は延べ 34 組にとどまった。とくに９

月以降の参加者が少なかった。気温の原因もあろうし、

初めての試みで知名度が低かったことや、対象学年を絞

りすぎたことも一因と思われるがたいへん残念であった。 
最後にシリーズ観察会を共催の形で受け入れていただ

いたけいはんな記念公園と、とりわけ多大な支援をして

いただいた公園職員の稲本雄太氏に厚くお礼申し上げる。 
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要旨：本研究では、小学生を対象に図形をテーマとしたワークショップの実践を行った。ワークショップは、「創る活

動」を通して、身近にある模様や形を数学的な視点で観察や実験ができるような構成とした。ワークショップ参加者に

アンケートを行った結果、参加した全児童が好意的な回答をしたことに加え、学校で学習する教科とのつながりを見出

した児童もいることが分かった。本稿では実践したワークショップの概要及び、アンケートの結果について報告する。 
 

キーワード：数学ワークショップ Workshop on Mathematics 
      ものづくり数学 Mathematical Making 
      数学的活動 Mathematical Activities 

 

１．はじめに 

平成 30 年全国学力・学習状況調査報告書小学校算数

における指導改善のポイントとして「日常生活の事象を

図形の構成要素や性質を基に観察し、図形を判断したり、

事柄が成り立つことを論理的に考察し、数学的に表現し

たりすることができるようにする指導の充実」が示され

ている（文部科学省 2018）。敷き詰められた図形の中に、

ほかに敷き詰めることができる図形を見出したり、図形

の構成要素や性質に注目したりすることが求められてい

る。日常生活において上記のような図形に関する見方や

感覚を豊かにするためには、身のまわりの模様や形を数

学的な視点で捉えられるような経験が必要であると考え

られる。そこで，本研究では「体験」を重視したワーク

ショップを、小学生を対象に実践を行うこととした。 
 
 

２．研究の目的・ねらい 

本研究では、小学生を対象とした身のまわりの模様や

図形に関連したワークショップを社会教育の場面におい

て実践を行う。ワークショップのねらいとして、創作を

通じて児童が身のまわりにある模様や図形を数学的な視

点で捉えられるような体験ができること、また、ワーク

ショップで学んだ内容が、数学（算数）や理科、図画工

作といった学校における学習とつながっていることを感

じられるような構成にすることとした． 
３つのテーマのワークショップを実践し、アンケート

調査から評価を行った。 

３．ワークショップの概要 

ワークショップの設計は山内ら（2013）を参考にし、

「導入」「知る活動」「創る活動」「まとめ」の構成とした。

ワークショップのコンセプトは「数学に関係した工作活
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動を通して、模様や形の中に隠れている数学的な現象を

考える」とした。本コンセプトより、ワークショップ全

体の名称を「工作で学ぶ、ワクワク数学!!」とした。 
本ワークショップでは数学に関係した工作活動として

「万華鏡」「たたみかえ六角形」「一刀切り図形」の 3 つ

の活動を取り扱うことにした。各工作活動での学習目標

（見ることができる数学的な現象）を表 1 にまとめた。 
 

表１.工作活動と数学的な現象の対応関係 
工作活動 数学的な現象 

万華鏡 
・対称変換 
・平面充填、空間充填 

たたみかえ六角形 ・図形の表と裏の区別 
一刀切り図形 ・対称変換による直線の重ね合わせ 
 
それぞれの工作活動に関して、知る活動では授業者か

ら歴史的な背景などの紹介を行った。 
上述した３つの活動に共通するワークショップの展開

は表２にまとめた。 
 

表２.ワークショップの展開例 
 内容 

1.導入 
（5 分） 

自己紹介やワークショップのめあての説明 

2.知る活動 
（5 分） 

・取り扱う定理の背景の紹介 
・工作で使用する道具の諸注意 

3.創る活動 
（100 分） 

・基本的な工作の活動 
・基本的な活動で得られる数学的な現象の

確認 
・応用的な工作の活動 

4.まとめ 
（10 分） 

・作成した作品の発表 
・数学的な現象の解説とまとめ 

３．１．万華鏡の工作活動 
万華鏡の工作活動では、三角柱や四角柱などの形をし

た鏡を紙筒に入れて模様を作り出す万華鏡（一般的な万

華鏡）と、立方体の形にした鏡の内側に模様を作り出す

立方体万華鏡の工作を行った。ここでは、中牧・愛木

(2012)を参考に教材の作成を行った。 
基本的な工作活動では、紙筒の中に三角柱の形をした

鏡を入れる万華鏡を作成した。応用的な工作活動では、

紙筒の中に入れる鏡の形を四角柱、五角柱、六角柱、二

等辺三角柱にした万華鏡の作成や、立方体万華鏡の作成

を行った。 
これらの活動で見られる数学的な現象は、紙筒の中に

柱形の鏡を入れた万華鏡では平面充填に関する現象が見

られ、立方体万華鏡では空間充填に関する現象を見るこ

とができる。 
 

３．２．たたみかえ六角形の工作活動 
たたみかえ六角形の工作活動では、メビウスの帯を応用し

て作られる数学パズルの工作を行った。ここでは、西山（2003）
を参考に教材の作成を行った。 
基本的な工作活動としては、3つの面が次々と現れる 3 面

折りを行った。3 面折りはメビウスの帯が１回捻り（180 度

捻り）に対して、3 回捻り（540 度捻り）となっており、表

裏のない図形である。応用的な工作活動では、6 面折り（6
回捻り、1080 度捻り）のたたみかえ六角形の作成を行った。 
これらの活動で見られる数学的な現象は、たたみかえ六

角形を作る際に奇数回捻れば表裏のない図形となり、偶数

回だと表裏のある図形となることである。 

３．３．一刀切り図形の工作活動 
一刀切り図形の工作活動では、一刀切り定理と呼ばれる

定理「一枚の紙の上に直線だけで描かれた図形は、紙を適

切に折れば、一回ハサミを入れるだけでその図形を切り取

ることができる」を用いて、児童自身が独自の一刀切り図

形をいくつか作り、それらを組み合わせて 1 つの作品を

作った。ここでは、エリック・ジョセフ（2009）を参考

に教材の作成を行った。 
基本的な工作活動では、正三角形や正方形、星形などの

図形を一刀切り定理を用いて作成した。応用的な工作活動

は、児童自身が考えた図形を一刀切り定理を用いて作成し、

児童が考えた一刀切り図形作品集を作成した。 
ここでは、切り取りたい線を一直線に重ねることがポイ

ントとなるため、紙を折る際に、角の二等分線や辺の垂直

二等分線などを駆使する必要がある。 

４．ワークショップの実践 

４．１．実施日と実施体制について 
本ワークショップは、地域貢献活動の一環として、け

いはんなオープンイノベーションセンター（京都府精華

町）のガイダンスルームにおいて実施した。実施時には

授業実施者の他に授業補助者を１名から２名配置した。

実施内容と実施日は表３にまとめた。 
 

表３.実施日と実施内容 
実施内容 実施日と実施時間 
万華鏡 平成 30 年 7 月 21 日（土） 2 時間 

たたみかえ六角形 平成 30 年 8 月 4 日（土） 2 時間 
一刀切り図形 平成 30 年 8 月 18 日（土） 2 時間 

４．２．ワークショップの参加募集について 
ワークショップの各授業内容が独立しているものと考

え、各回で参加者を募集した。広報はホームページやフ

ライヤーなど利用して行った。募集対象は小学生、定員

は 20 名とし、各回、事前予約で満席となった。 

 

 

４．３．アンケートについて 
参加者を対象にしたアンケートを実施した。アンケー

トの内容は、学年、性別、教室への参加回数、満足度、

内容理解、時間、学校の学習との関連、印象に残ったこ

との 8 項目を調査した。満足度、内容理解、学校の学習

との関連に関しては、4 件法で、時間に関して 3 件法で

調査した。また、学校の学習との関連、印象に残ったこ

とについては自由記述で回答を求めた。アンケートの質

問項目は表 4 にまとめた。 
 

表 4.アンケートの質問項目 
   年生  男 女  教室参加  回目 

当てはまるものに○をつけてください。 

今日の教室はどうでしたか？ 

楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 楽

しくなかった 

教室の内容はどうでしたか？ 

わかった だいたいわかった 少しむずかしかかった むずか

しかった 

教室の時間はどうでしたか？ 

短かった ちょうどよかった 良かった 

今日の教室で学んだことが、学校での学習と 

つながっている 少しつながっている あまりつながっていな

い つながっていない 

★どんなところがつながっていると思いますか？ 

 

今日の教室で一番、印象にのこったことを書いてください。 

５．実践の結果 

５．１．ワークショップの参加者について 
当日の参加児童数や男女比を表 5 にまとめた。各回当

日の欠席等で 20 名未満の参加者数となった。男女比は

やや女子が多いが、ほぼ同数となった。 
 

表 5.当日の参加児童数と男女比 
 男子 女子 不明 合計 

万華鏡 8 名 11 名 0 名 19 名 
たたみかえ六角形 8 名 9 名 0 名 17 名 

一刀切り図形 7 名 8 名 1 名 16 名 

 
参加した児童の学年については表 6 にまとめた。 
 

表 6.参加児童の学年 
 1 年

生 
2 年

生 
3 年

生 
4 年

生 
5 年

生 
6 年

生 
不

明 
万華鏡 1 名 2 名 8 名 5 名 2 名 1 名 0 名 

たたみかえ六角形  0 名 0 名 8 名 4 名 2 名 3 名 0 名 
一刀切り図形 0 名 0 名 7 名 5 名 1 名 2 名 1 名 

５．２．アンケートの結果 
アンケートの集計結果を図 1 から図 4 にまとめた。各

回参加児童数の合計が異なるため、百分率を用いて集計

した。 
ワークショップの満足度に関しては各回とも「楽し

かった」「まあまあ楽しかった」といった好意的な回答を

得ることができた。 
ワークショップの内容理解に関しては各回でほぼ半数

の児童が「わかった」に回答している一方で、万華鏡と

一刀切り図形の授業では少数ではあるが、「少しむずかし

かった」「むずかしかった」という回答であった。 
ワークショップの実施時間に関しては「ちょうどよ

かった」が大半を占めていた。たたみかえ六角形、一刀

切り図形のワークショップでは「短かった」という回答

結果も目立っていた。 
ワークショップの内容と学校の学習との関連に関する

質問項目では、「つながっている」「少しつながっている」

と回答した児童が万華鏡では約 70 ％、たたみかえ六角

形では約 50 %、一刀切り図形では約 55 %と各回で学校

での学習内容とのつながりに関してつながっていると考

えている児童の回答数に差が見られた。 
自由記述の結果に関しては表 7、表 8 にまとめた。 

図 1.満足度に関するアンケート結果 
 

図 2.理解度に関するアンケート結果 

 

290

釣井　達也・後藤田　洋介・片岡　佐知子

XMFRemote_(109080)223739_次世代教員養成センター研究紀要_第5号 

 

302 

 

折 

 

2019/04/11 09:52:19

 



 

 

動を通して、模様や形の中に隠れている数学的な現象を

考える」とした。本コンセプトより、ワークショップ全

体の名称を「工作で学ぶ、ワクワク数学!!」とした。 
本ワークショップでは数学に関係した工作活動として

「万華鏡」「たたみかえ六角形」「一刀切り図形」の 3 つ

の活動を取り扱うことにした。各工作活動での学習目標

（見ることができる数学的な現象）を表 1 にまとめた。 
 

表１.工作活動と数学的な現象の対応関係 
工作活動 数学的な現象 

万華鏡 
・対称変換 
・平面充填、空間充填 

たたみかえ六角形 ・図形の表と裏の区別 
一刀切り図形 ・対称変換による直線の重ね合わせ 
 
それぞれの工作活動に関して、知る活動では授業者か

ら歴史的な背景などの紹介を行った。 
上述した３つの活動に共通するワークショップの展開

は表２にまとめた。 
 

表２.ワークショップの展開例 
 内容 

1.導入 
（5 分） 

自己紹介やワークショップのめあての説明 

2.知る活動 
（5 分） 

・取り扱う定理の背景の紹介 
・工作で使用する道具の諸注意 

3.創る活動 
（100 分） 

・基本的な工作の活動 
・基本的な活動で得られる数学的な現象の

確認 
・応用的な工作の活動 

4.まとめ 
（10 分） 

・作成した作品の発表 
・数学的な現象の解説とまとめ 

３．１．万華鏡の工作活動 
万華鏡の工作活動では、三角柱や四角柱などの形をし

た鏡を紙筒に入れて模様を作り出す万華鏡（一般的な万

華鏡）と、立方体の形にした鏡の内側に模様を作り出す

立方体万華鏡の工作を行った。ここでは、中牧・愛木

(2012)を参考に教材の作成を行った。 
基本的な工作活動では、紙筒の中に三角柱の形をした

鏡を入れる万華鏡を作成した。応用的な工作活動では、

紙筒の中に入れる鏡の形を四角柱、五角柱、六角柱、二

等辺三角柱にした万華鏡の作成や、立方体万華鏡の作成

を行った。 
これらの活動で見られる数学的な現象は、紙筒の中に

柱形の鏡を入れた万華鏡では平面充填に関する現象が見

られ、立方体万華鏡では空間充填に関する現象を見るこ

とができる。 
 

３．２．たたみかえ六角形の工作活動 
たたみかえ六角形の工作活動では、メビウスの帯を応用し

て作られる数学パズルの工作を行った。ここでは、西山（2003）
を参考に教材の作成を行った。 
基本的な工作活動としては、3つの面が次々と現れる 3 面

折りを行った。3 面折りはメビウスの帯が１回捻り（180 度

捻り）に対して、3 回捻り（540 度捻り）となっており、表

裏のない図形である。応用的な工作活動では、6 面折り（6
回捻り、1080 度捻り）のたたみかえ六角形の作成を行った。 
これらの活動で見られる数学的な現象は、たたみかえ六

角形を作る際に奇数回捻れば表裏のない図形となり、偶数

回だと表裏のある図形となることである。 

３．３．一刀切り図形の工作活動 
一刀切り図形の工作活動では、一刀切り定理と呼ばれる

定理「一枚の紙の上に直線だけで描かれた図形は、紙を適

切に折れば、一回ハサミを入れるだけでその図形を切り取

ることができる」を用いて、児童自身が独自の一刀切り図

形をいくつか作り、それらを組み合わせて 1 つの作品を

作った。ここでは、エリック・ジョセフ（2009）を参考

に教材の作成を行った。 
基本的な工作活動では、正三角形や正方形、星形などの

図形を一刀切り定理を用いて作成した。応用的な工作活動

は、児童自身が考えた図形を一刀切り定理を用いて作成し、

児童が考えた一刀切り図形作品集を作成した。 
ここでは、切り取りたい線を一直線に重ねることがポイ

ントとなるため、紙を折る際に、角の二等分線や辺の垂直

二等分線などを駆使する必要がある。 

４．ワークショップの実践 

４．１．実施日と実施体制について 
本ワークショップは、地域貢献活動の一環として、け

いはんなオープンイノベーションセンター（京都府精華

町）のガイダンスルームにおいて実施した。実施時には

授業実施者の他に授業補助者を１名から２名配置した。

実施内容と実施日は表３にまとめた。 
 

表３.実施日と実施内容 
実施内容 実施日と実施時間 
万華鏡 平成 30 年 7 月 21 日（土） 2 時間 

たたみかえ六角形 平成 30 年 8 月 4 日（土） 2 時間 
一刀切り図形 平成 30 年 8 月 18 日（土） 2 時間 

４．２．ワークショップの参加募集について 
ワークショップの各授業内容が独立しているものと考

え、各回で参加者を募集した。広報はホームページやフ

ライヤーなど利用して行った。募集対象は小学生、定員

は 20 名とし、各回、事前予約で満席となった。 

 

 

４．３．アンケートについて 
参加者を対象にしたアンケートを実施した。アンケー

トの内容は、学年、性別、教室への参加回数、満足度、

内容理解、時間、学校の学習との関連、印象に残ったこ

との 8 項目を調査した。満足度、内容理解、学校の学習

との関連に関しては、4 件法で、時間に関して 3 件法で

調査した。また、学校の学習との関連、印象に残ったこ

とについては自由記述で回答を求めた。アンケートの質

問項目は表 4 にまとめた。 
 

表 4.アンケートの質問項目 
   年生  男 女  教室参加  回目 

当てはまるものに○をつけてください。 

今日の教室はどうでしたか？ 

楽しかった まあまあ楽しかった あまり楽しくなかった 楽

しくなかった 

教室の内容はどうでしたか？ 

わかった だいたいわかった 少しむずかしかかった むずか

しかった 

教室の時間はどうでしたか？ 

短かった ちょうどよかった 良かった 

今日の教室で学んだことが、学校での学習と 

つながっている 少しつながっている あまりつながっていな

い つながっていない 

★どんなところがつながっていると思いますか？ 

 

今日の教室で一番、印象にのこったことを書いてください。 

５．実践の結果 

５．１．ワークショップの参加者について 
当日の参加児童数や男女比を表 5 にまとめた。各回当

日の欠席等で 20 名未満の参加者数となった。男女比は

やや女子が多いが、ほぼ同数となった。 
 

表 5.当日の参加児童数と男女比 
 男子 女子 不明 合計 

万華鏡 8 名 11 名 0 名 19 名 
たたみかえ六角形 8 名 9 名 0 名 17 名 

一刀切り図形 7 名 8 名 1 名 16 名 

 
参加した児童の学年については表 6 にまとめた。 
 

表 6.参加児童の学年 
 1 年

生 
2 年

生 
3 年

生 
4 年

生 
5 年

生 
6 年

生 
不

明 
万華鏡 1 名 2 名 8 名 5 名 2 名 1 名 0 名 

たたみかえ六角形  0 名 0 名 8 名 4 名 2 名 3 名 0 名 
一刀切り図形 0 名 0 名 7 名 5 名 1 名 2 名 1 名 

５．２．アンケートの結果 
アンケートの集計結果を図 1 から図 4 にまとめた。各

回参加児童数の合計が異なるため、百分率を用いて集計

した。 
ワークショップの満足度に関しては各回とも「楽し

かった」「まあまあ楽しかった」といった好意的な回答を

得ることができた。 
ワークショップの内容理解に関しては各回でほぼ半数

の児童が「わかった」に回答している一方で、万華鏡と

一刀切り図形の授業では少数ではあるが、「少しむずかし

かった」「むずかしかった」という回答であった。 
ワークショップの実施時間に関しては「ちょうどよ

かった」が大半を占めていた。たたみかえ六角形、一刀

切り図形のワークショップでは「短かった」という回答

結果も目立っていた。 
ワークショップの内容と学校の学習との関連に関する

質問項目では、「つながっている」「少しつながっている」

と回答した児童が万華鏡では約 70 ％、たたみかえ六角

形では約 50 %、一刀切り図形では約 55 %と各回で学校

での学習内容とのつながりに関してつながっていると考

えている児童の回答数に差が見られた。 
自由記述の結果に関しては表 7、表 8 にまとめた。 

図 1.満足度に関するアンケート結果 
 

図 2.理解度に関するアンケート結果 

 

小学生を対象にした数学ワークショップの実践
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  図 3.時間に関するアンケート結果      図 4.学校の学習との関連に関するアンケート結果 
 

表７.学校の学習との関連についての自由記述結果（抜粋） 
参加回 自由記述の内容 

万華鏡 

・頭をつかいながら、くふうをしたりすることです。 
・四角形の形や、その四角形のかがみのせいしつを使って、どういうふうに見えるかためす所 四角形の形 
 ためす→理科 四角形の形→算数 
・三角形と四角形を使ってやったことがつながっているの思いました。 
・学校の学習とつながっているとおもいます。学校でもかたちのべんきょうをするからです。 
・一つのもようが何こもうつったりするのは数学とつながっていると思います。 
・つながっていない理由は万げきょうの工作をしないかぎり発見出来ないから。 
・かがみにうつしたらどうなるかを考えること。 

たたみかえ六角形 

・正六角形や正三角形が出てくるとこ 
・（つながっていないと思うところ）そもそも、こういう内容や事をしていない 
・数字や形を考えるところ。 
・ちがうめんにもなること 
・理科とかであるとおもったからです。 

一刀切り図形 

・いろいろなところ 
・いっかいだけせんをいれることだから 
・自分で考えてするところためしてみるところ 
・すうがく 
・おり紙をつかってはさみで切る所。 

 
表８.ワークショップの中で印象に残ったことに関する自由記述結果（抜粋） 

参加回 自由記述の内容 

万華鏡 

・まんげきょうをみるときれいだった。 
・かがみを同じもようで立て、３まいのかがみでのぞいてみると、おくまでみえることが分かったこと。 
・さいしょのビー玉をりょうめんテープでくっつけたこと。→作ったら思ってたよりきれいだった。 
・今日の教室でいろいろなかたちのまんげきょうをつくれてたのしかったです。 
・かがみではんしゃしたもようがおもしろかったです。形をかえることで見える数がわかりました。 
・立方万げきょうというものがあることにおどろいた。さらにがらをつけるとふしぎなもようになることをしっ

た。 
・立方まんげきょうの、中のがらが印象にのこった 
・二つのまんげきょうを使って二つともこういうふうになっているんだなあと思った。 

たたみかえ六角形 

・６面折りの６を出すのがむずかしかった。 
・裏表をつなげて、切ったらつながること。（理由）いつも目でおうだけで、切ったことがなかったから 
・表と裏が無い世界は不思議という事が分かった。しかし、少しむずかしかった。 
・６面折りで、１回とくしゅな、おりかたができて、よかった。 
・全部の数字をだすのにくせんした。 
・つくるのは、むずかしかったけど、つくったあとは、すごくたのしかったです。家でもしたいとおもいました。 
・すこしつくるのがむずかしくてめんどくさかったけれど楽しくできてよかったです。そして、またできるとい

いなあと思いました。（ちゅうせんであたればたのしくできてよかったです！） 

一刀切り図形 

・星はむずかしかったけど楽しかった 
・いっかくぎりでいろいろかたちがつくれることをしりいろいろさくひんもできてよかったと思いました！ 
・いっかいだけはさみの線を入れるだけでいろいろな形がつくれるなんてすごいと思った 
・一刀ぎりていりをしれたこと。 
・一つきるといっぱいもようができることがすごかったです 
・色んな折り方をして、切ったら、色んな形ができる。 
・最後一刀切り図形で紙の絵をつかったところ。 

 

 

６．考察 

アンケートの結果より、各回の満足度は好意的な回答

になっており、ワークショップに参加した児童は概ね満

足したと考えることができる。 
理解度に関する調査項目では、万華鏡と一刀切り図形

のワークショップが、たたみかえ六角形のそれに比べ、

「少しむずかしかった」「むずかしかった」という回答が

多くなっていた。これは、万華鏡の工作と一刀切り図形

の工作において、児童独自の作品を作る過程が含まれて

いたため、たたみかえ六角形と比べて、工作作業の内容

が複雑であったことが原因であると考えられる。しかし、

理解度に関する 4 件法の結果を好意的な回答（わかった）

を 4 点、好意的でない回答（むずかしかった）を 1 点で

評価し、平均値を算出した結果、万華鏡は 3.26 点、たた

みかえ六角形は 3.41 点、一刀切り図形は 3.56 点であっ

たことより、各ワークショップは小学生にとって適当か

つ同程度の難易度で実践できたと考えられる。 
学校での学習とのつながりに関する自由記述では「算

数」や「理科」が今回実施したワークショップとつながっ

ていると回答した児童が数名見られた。各回に共通して、

図形に関する内容（多角形や直線など）が算数と関係し

ているという回答を得ることができた。本ワークショッ

プでは工作を通して数学を学ぶことを目標としており、

表 1 で挙げているように、各回のワークショップは図形

に関する内容を主に取り上げた。本ワークショップが工

作の活動だけではなく、行った工作によって児童が図形

に関する内容について考えており、ワークショップを設

計した際に設定をしたコンセプトである、「数学に関係し

た工作活動を通して、模様や形の中に隠れている数学的

な現象を考える。」を概ね達成できていたと考えられる。

一方で、ワークショップ全体のタイトルを「工作で学ぶ、

ワクワク数学!!」としていたが、自由記述で「おり紙を

つかってはさみで切る所」という回答は見られたものの、

図画工作という回答は見ることができなかった。その他

の学校での学習とのつながりに関しての回答は、万華鏡

や一刀切り図形の回において、活動中の工夫や何度も試

行することが理科等と関連しているという回答も見るこ

とができた。これは、本実践では基本的な工作の活動を

行った後に、児童が自由に考え、万華鏡や一刀切り図形

の工作の活動を行っていたためだと推察する。たたみか

え六角形の活動では、3 面と 6 面のたたみかえ六角形を

作成したが、児童がオリジナルのたたみかえ六角形を作

成していないため、工夫や試行についての記述が少な

かったのではないかと考えられる。学校での学習とのつ

ながりに関しては、つながっていない理由を答えた児童

もいた。この児童は「（つながっていないと思うところ）

そもそも、こういう内容や事をしていない」と回答して

おり、学校での学習に加えて、本ワークショップのよう

な、インフォーマルな場面での学習がより一層必要にな

るのではないかと思われる。 
ワークショップの中で印象に残ったことに関する自由

記述では、「かがみではんしゃしたもようがおもしろかっ

たです。形をかえることで見える数がかわりました。」や

「いっかいだけはさみの線を入れるだけでいろいろな形

がつくれるなんてすごいと思った」など、コンセプトで

ある、模様や形の中に隠れている数学的な現象を考えて

いるような記述が見られた。その一方で、たたみかえ六

角形や一刀切り図形のワークショップでは工作が難し

かったというような記述が散見されたため、今後のワー

クショップの改善の必要があると考えられる。 

７．まとめ 

小学生を対象にした身の回りの模様や形を数学的に捉

えるワークショップを社会教育の場面での実践を行った。

実践の結果、各回の満足度は好意的な回答を得ることが

できた。理解度に関して、むずかしいと捉える児童がい

たものの、全体としては適切な難易度でワークショップ

を実践することができた。 
学校との学習とのつながりに関する調査項目では、数

学や理科とのつながりを意識した回答が得られた一方で、

図画工作に関する内容は少数に留まっていたり、学校と

の学習とつながっていないと回答したりした児童もいた。 
今後、インフォーマルな場面でも数学を始めとした学

校の学習を発展できる機会がより一層必要になるだろう。 
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表７.学校の学習との関連についての自由記述結果（抜粋） 
参加回 自由記述の内容 

万華鏡 

・頭をつかいながら、くふうをしたりすることです。 
・四角形の形や、その四角形のかがみのせいしつを使って、どういうふうに見えるかためす所 四角形の形 
 ためす→理科 四角形の形→算数 
・三角形と四角形を使ってやったことがつながっているの思いました。 
・学校の学習とつながっているとおもいます。学校でもかたちのべんきょうをするからです。 
・一つのもようが何こもうつったりするのは数学とつながっていると思います。 
・つながっていない理由は万げきょうの工作をしないかぎり発見出来ないから。 
・かがみにうつしたらどうなるかを考えること。 

たたみかえ六角形 

・正六角形や正三角形が出てくるとこ 
・（つながっていないと思うところ）そもそも、こういう内容や事をしていない 
・数字や形を考えるところ。 
・ちがうめんにもなること 
・理科とかであるとおもったからです。 

一刀切り図形 

・いろいろなところ 
・いっかいだけせんをいれることだから 
・自分で考えてするところためしてみるところ 
・すうがく 
・おり紙をつかってはさみで切る所。 

 
表８.ワークショップの中で印象に残ったことに関する自由記述結果（抜粋） 

参加回 自由記述の内容 

万華鏡 

・まんげきょうをみるときれいだった。 
・かがみを同じもようで立て、３まいのかがみでのぞいてみると、おくまでみえることが分かったこと。 
・さいしょのビー玉をりょうめんテープでくっつけたこと。→作ったら思ってたよりきれいだった。 
・今日の教室でいろいろなかたちのまんげきょうをつくれてたのしかったです。 
・かがみではんしゃしたもようがおもしろかったです。形をかえることで見える数がわかりました。 
・立方万げきょうというものがあることにおどろいた。さらにがらをつけるとふしぎなもようになることをしっ

た。 
・立方まんげきょうの、中のがらが印象にのこった 
・二つのまんげきょうを使って二つともこういうふうになっているんだなあと思った。 

たたみかえ六角形 

・６面折りの６を出すのがむずかしかった。 
・裏表をつなげて、切ったらつながること。（理由）いつも目でおうだけで、切ったことがなかったから 
・表と裏が無い世界は不思議という事が分かった。しかし、少しむずかしかった。 
・６面折りで、１回とくしゅな、おりかたができて、よかった。 
・全部の数字をだすのにくせんした。 
・つくるのは、むずかしかったけど、つくったあとは、すごくたのしかったです。家でもしたいとおもいました。 
・すこしつくるのがむずかしくてめんどくさかったけれど楽しくできてよかったです。そして、またできるとい

いなあと思いました。（ちゅうせんであたればたのしくできてよかったです！） 

一刀切り図形 

・星はむずかしかったけど楽しかった 
・いっかくぎりでいろいろかたちがつくれることをしりいろいろさくひんもできてよかったと思いました！ 
・いっかいだけはさみの線を入れるだけでいろいろな形がつくれるなんてすごいと思った 
・一刀ぎりていりをしれたこと。 
・一つきるといっぱいもようができることがすごかったです 
・色んな折り方をして、切ったら、色んな形ができる。 
・最後一刀切り図形で紙の絵をつかったところ。 

 

 

６．考察 

アンケートの結果より、各回の満足度は好意的な回答

になっており、ワークショップに参加した児童は概ね満

足したと考えることができる。 
理解度に関する調査項目では、万華鏡と一刀切り図形

のワークショップが、たたみかえ六角形のそれに比べ、

「少しむずかしかった」「むずかしかった」という回答が

多くなっていた。これは、万華鏡の工作と一刀切り図形

の工作において、児童独自の作品を作る過程が含まれて

いたため、たたみかえ六角形と比べて、工作作業の内容

が複雑であったことが原因であると考えられる。しかし、

理解度に関する 4 件法の結果を好意的な回答（わかった）

を 4 点、好意的でない回答（むずかしかった）を 1 点で

評価し、平均値を算出した結果、万華鏡は 3.26 点、たた

みかえ六角形は 3.41 点、一刀切り図形は 3.56 点であっ

たことより、各ワークショップは小学生にとって適当か

つ同程度の難易度で実践できたと考えられる。 
学校での学習とのつながりに関する自由記述では「算

数」や「理科」が今回実施したワークショップとつながっ

ていると回答した児童が数名見られた。各回に共通して、

図形に関する内容（多角形や直線など）が算数と関係し

ているという回答を得ることができた。本ワークショッ

プでは工作を通して数学を学ぶことを目標としており、

表 1 で挙げているように、各回のワークショップは図形

に関する内容を主に取り上げた。本ワークショップが工

作の活動だけではなく、行った工作によって児童が図形

に関する内容について考えており、ワークショップを設

計した際に設定をしたコンセプトである、「数学に関係し

た工作活動を通して、模様や形の中に隠れている数学的

な現象を考える。」を概ね達成できていたと考えられる。

一方で、ワークショップ全体のタイトルを「工作で学ぶ、

ワクワク数学!!」としていたが、自由記述で「おり紙を

つかってはさみで切る所」という回答は見られたものの、

図画工作という回答は見ることができなかった。その他

の学校での学習とのつながりに関しての回答は、万華鏡

や一刀切り図形の回において、活動中の工夫や何度も試

行することが理科等と関連しているという回答も見るこ

とができた。これは、本実践では基本的な工作の活動を

行った後に、児童が自由に考え、万華鏡や一刀切り図形

の工作の活動を行っていたためだと推察する。たたみか

え六角形の活動では、3 面と 6 面のたたみかえ六角形を

作成したが、児童がオリジナルのたたみかえ六角形を作

成していないため、工夫や試行についての記述が少な

かったのではないかと考えられる。学校での学習とのつ

ながりに関しては、つながっていない理由を答えた児童

もいた。この児童は「（つながっていないと思うところ）

そもそも、こういう内容や事をしていない」と回答して

おり、学校での学習に加えて、本ワークショップのよう

な、インフォーマルな場面での学習がより一層必要にな

るのではないかと思われる。 
ワークショップの中で印象に残ったことに関する自由

記述では、「かがみではんしゃしたもようがおもしろかっ

たです。形をかえることで見える数がかわりました。」や

「いっかいだけはさみの線を入れるだけでいろいろな形

がつくれるなんてすごいと思った」など、コンセプトで

ある、模様や形の中に隠れている数学的な現象を考えて

いるような記述が見られた。その一方で、たたみかえ六

角形や一刀切り図形のワークショップでは工作が難し

かったというような記述が散見されたため、今後のワー

クショップの改善の必要があると考えられる。 

７．まとめ 

小学生を対象にした身の回りの模様や形を数学的に捉

えるワークショップを社会教育の場面での実践を行った。

実践の結果、各回の満足度は好意的な回答を得ることが

できた。理解度に関して、むずかしいと捉える児童がい

たものの、全体としては適切な難易度でワークショップ

を実践することができた。 
学校との学習とのつながりに関する調査項目では、数

学や理科とのつながりを意識した回答が得られた一方で、

図画工作に関する内容は少数に留まっていたり、学校と

の学習とつながっていないと回答したりした児童もいた。 
今後、インフォーマルな場面でも数学を始めとした学

校の学習を発展できる機会がより一層必要になるだろう。 
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